
北海道作業療法士学会
小児訪問看護×WISC-Ⅴ×他職種連携

小児訪問看護におけるICTとWISC-Vを活用した
他職種連携モデルの構築と作業療法の可能性

訪問看護ステーションいろはす 大鐘悠歌1) 岩岡拓人2) 八重樫修人3)

はじめに 方法 結果
Ⅰ)支援を要す児童数増加

Ⅱ)専門機関の不足

・ 心理検査を根拠とした
個別・継続支援の困難さ

目的
‣根拠に基づく個別支援を

職種間で共有する事による質の向上．

・ WISC -Ⅴ等評価や療育の
   待機期間の長期化

Ⅰ) 児童の特性と
能力の偏りが可視化

・ リハ場面の動画と共に
 ICT (Googleスライド)で共有

※Googleスライドは法人版使用

・ WISC-Ⅴ等評価を実施
OTが個別支援計画立案

Ⅱ) 動画共有により
看護師単独で再現可能

「根拠が明確になり
自信をもって関われる」

心理的障壁が減少
NS

ご利用者様

「不足している療育を
訪問看護で補っていただき

ありがたいです」

支援の一貫性確保

考察

知識と役割を共有しチームで支える協働モデルWISC-Ⅴの導入による支援の根拠化

今後の展望 AIセラピスト「co-mii」の導入

・ 通級児童→約10年前の2 .5倍

本 研 究 の 結 果 と 一 致 す る ．
W I S C を 基 盤 と し ， O T R が 計 画 立 案 す る こ と で
個 別 支 援 の 根 拠 が 明 確 化 ．N S の 心 理 的 障 壁 が 減 少 し
児 童 の 特 性 へ の 理 解 が 深 ま っ た ．

‣継続した協働支援の実践を報告し

地域作業療法可能性を検討する事．

・ 長期化している待機期間の解消

・ 特性や能力の偏りが数値により
可視化し根拠を明確にする事

WISC-Ⅴの役割

※当社のＷＩＳＣの結果を使用した公的機関での手続きは不可能．

トランスディシプリナリー・モデルの可能性

⇒専門職が枠組みを超えて知識や役割を共有し
互いの強みを活かしながら支援する協働モデル

OTRによる評価 ICTによる情報共有

スライドや動画を確認し
実際の訪問看護の場面で支援の一環として活用

・ 医療的支援を基盤とするNSの視点＋OTRの療育的視点
⇒支援の質が向上．家族からの肯定的な評価を獲得．

NS

・ 情報共有を効率化．
専門的評価を現場で即利用可能な知識へと変換．

今回の協業モデルにより
NSの児童に対する特性理解を深め
OTRの知見を他職種へ役割解放するという概念の
トランスディシプリナリー・モデルの可能性を示したと考える .

評価
個別支援計画

統合と解釈
療育内容提案

OTR AIセラピスト
ｃo-mii

NS自身が根拠に基づいた最適な支援を
選択・実践できる体勢を目指す．

NS

OTRの専門性とAIの補完性を融合させ，支援の質と他職種間での一貫性をさらに強固にしていく．

認知的強みと弱みを把握する上で有用．
個別支援・治療計画を立案する重要な基盤となる

(Becker,2021)

(文部科学省，２０２２)
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